
＜保育・学童＞

01 年小泉内閣の「待機児ゼロ作戦」
全国的な待機児童解消の取り組みが進められています・・・

↓ が、その実態は・・・。

① 定員を超えての入所！！（定員の弾力化）

100名定員の保育所に110人、120人と詰め込み、年度途中で定員の125％以上を入所させてもか
まわないという緩和が行われ、大阪でも185％入所の保育所などがあり、待機児童解消の一番の施策と
して使われています。

② 待機児童のカウント方法の変更！！

「新定義」を導入して数字としての待機児童数を減らしています。その「新定義」とは、第一希望を
理由に待機する人は待機児童にカウントしない、市町村が補助を出す認可外施設に入所している場合は、
認可保育所に入所申請をしていても待機児童としてはカウントしないなど・・。

上の表は保育所への入所申し込み数と決定者数、入所保留者と待機児童数（新・旧）、そ
して定員を超えてどれだけのこどもたちが保育所に入所しているかを表したものです。
2005 年をみると、入所できなかった子ども数 6621 人と定員を超えて入所している
9164人の合計15785人（100人定員で158ヶ所）が保育所の必要数となります。
ところが、表に出ている待機児童4938人は実際の必要数を反映しておらず、さらにこ
れが新カウント数では2764人と減る仕組みになっています。2007年度から厚生労働省
は、旧定義の待機児数を調べることをやめました。
入所できなかった子どもと待機児数との差は、「国の待機児童の定義に満たない」という
理由で待機児童としてカウントされない子どもの数となります。（入所保留児）
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ギューギュー詰め！
子どもも、おとなも、もう限界！！
例えば100人定員の保育所に、110人、120人…と入所を行う弾力化。廊下もホール、押入れまで保
育室として広さに組み入れ、子ども達を入所させています。待機児童が 1人でも減るのはうれしいこと。
でもこれでは、子どもの生活空間が減らされたり、働く職員の労働条件も低下の一方。一日も早く、定員
をもと戻し、そして待機児童が解消できるよう、保育所の整備・建設が必要です。

上の表は定員を超過した入所状況（大阪府内で保育所定員1500人以上の市を抽出）を示したもの。

保護者の切実な願いから定員をはるかに
越えて受け入れている保育所もあります。

園庭園庭で遊ぶ
のも時間を決め
て順番制にした

お昼寝の布団
は重なり合っ
て…布団を踏
まないと移動
できない

ロッカーは保育室
に入りきれなくて
廊下へ…。だから着
替えは廊下でして
ます。

思いっきり身体を
動かして遊べない
子ども達…。

職員も、子ども達の思いを
受け止めて、安全を守るた
め、心身ともにクタクタ…
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まだまだ足りない保育所！保育所建設を！
入所を望むこどもたちが入所できること、一日も早く「定員」に戻すことを前提にした施
設整備が求められています。

減らされる公立保育所！
市町村が直接運営する公立保育所から手を引く…？！

↓
地域の子ども達の状況をダイレクトに把握し、施策に反映で

きなくなる！
↓

世界に誇る日本の保育制度「すべての子ども達の成長・発達
の保障は、国と自治体が行う」を根幹から崩す！

公立保育所数と私立保育所数の推移

上の表は保育所数の推移をあらわしています。1999年を境に公立保育所と私立保育所の数が逆転して
います。99年で 532ヶ所が 05年は 480ヶ所と 52ヶ所の公立保育所が統廃合や民営化でなくなって
います。逆に私立保育所は134ヶ所増えています。



＜保育・学童＞



＜保育・学童＞

とうとうなくなった！

大阪府の私立保育所への人件費補助制度
（民間社会福祉従事者給与改善費）

公立保育所廃止・民営化と私立保育所補助金削減は車の両輪です！

公立保育所・私立保育所の拡充を！

民間社会福祉従事者給与改善費推移
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６時以降の学童保育
大阪は低水準

大阪（07年）
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土曜日の受け入れ
未実施の市町村が３割

土曜日の学童保育未実施の自治体割合
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放課後のこどもの成長になう

学童指導員
３割以上が時給扱い
学童保育は、①異年齢のこどもたちの発達を促し、生活をづくりを支援②親の子育てや就
業支援③学童期のこどもの遊びや文化を発信④地域・学校・子育ての現場との連携――など、
学童期のこどもの成長を支える大きな役割を担っています。
そんな学童保育の指導員は、低賃金で極めて苦しい状況におかれています。
大阪府でも給与が時給扱いとされている市町村が３２．５％にのぼっています。さらに東
大阪市では、給与は「謝礼」とされ、大阪市では、公の制度は無く父母の共同によって支え
られている状況です。

大阪府の学童保育指導員の給与の扱い
時給扱い（アルバイト扱い） 32.56%
謝礼（正式な仕事として扱われていない） 東大阪市
親の支えあい（制度すら無し） 大阪市


